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「自分の力を信じて、頑張ってください」
１０月４日に新人大会（協会主催）に向けた壮行会が行われ、３年生から１・２年生に熱い応援

があり、「自分の力を信じて、頑張ってください」と激励のメッセージがおくられました。
また、１０月１・２日と各部活動で３年生の引退試合が行われ、先輩から後輩に、部活動のバトン

タッチが行われました。さらに、先輩に感謝の気持ちと今後の抱負を伝えることもできました。

【応援団長（３年生）からのエール】 【壮行会後に全校生で記念撮影】

【女子卓球部・引退試合（１０／１）】 【男子バレー部・引退試合・心のバレー杯（１０／２）】

「夢があったから、勉強を頑張れた」「好きなことがあったから頑張れた」
国立天文台 上席教授 渡部潤一 様

将来につながり、学習意欲が高まるメッセージをいただきました。そして、新生徒会長（２年生）
のお礼のことば「この出会いと学んだことを大切にしたい」と、すばらしい振り返りもありました。
１０月３日に国立天文台上席教授渡部潤一様を、お迎えして、小・中学校合同で「地球は宇宙

のどこにあるのか？」を演題として講演会を行いました。講演では宇宙について解説をいただくと
ともに、少年時代の話は子どもたちを将来につなげる有意義な経験談でした。また、多くの保護者の
みなさにもご参加いただいたことに感謝申しあげます。
【ほめポイント】今回の講演会の運営は小・中学校の子どもたちが協力して行いました。これは非常
に意義あることです。大変立派な運営でした。小学生も中学生も、さすが三島っ子です。

桐の里だより



「はい」に込められた思い
～新・生徒会がスタートしました！～
１０月１１日の朝会で新生徒会役員の任命を行い

ました。その呼名への返事「はい」には熱い決意がこ
もっていました。
そして、１０月１４日の生徒会総会の企画・運営を

主体的に行い立派でした。特に感心したことは選挙
公約について、今後の見通しを明確にしたことで
す。生徒会総会が、将来や社会につながる学びの場
になりすばらしかったです。

「地域に必要なことを考えます」
～三島町を考える子どもたち～

一つ目の話題は、只見線全線開通にあわせて行
った地域の奉仕活動です。前生徒会長（３年生）が、
「地域に必要なことを考えましょう」と全校生に目標と
して伝えました。その成果で、ごみを拾う作業でした
が、子どもたちには地域のことを考える機会になりまし
た。前生徒会長のすばらしい目標の成果は大いに
ありました。さすが３年生の生徒会長です。以下は、
子どもたちの感想です。
「気持ち良く会津に来ていただけたら嬉しいで

す」、「三島町のゼロカーボンにつながります」、「ご
みが少ないことは、三島町の人がふるさとを考えて
いる証拠です」

二つ目の話題は、只見線全線開通に向けた歓迎
の横断幕づくりです。「私たちも何かできないか
な？」、「横断幕をつくるのはどうか！」、子どもたち
から素敵な提案がありました。
子どもたちが只見線の歴史を勉強し、そして地域

のことを考え、主体的に企画・運営しました。このアイ
ディアや行動力はすばらしいです。

有意義だったＰＴＡ懇談会
～話し合い、ありがとうございました～
「子どもとのコミュニケーションは、食事の時間や好き

なことを一緒に楽しむ時間が大切だと思いました。この
懇談会を切っ掛けに子どもとのコミュニケーションを深め
ていきたいです」と、ＰＴＡ会長が懇談会のまとめを行
いました。
９月１５日に「子どもとのコミュニケーションのとり

方」を話題に、ＰＴＡ懇談会を行いました。具体的で
有意義な話し合いができました。保護者のみなさ
ま、お忙しい中、ありがとうございました。

【校長のひと言】ホームページ、定期的に更新中です。現在７１、１１２閲覧（７月号発行時６６、１７
５閲覧）、３ヶ月間で５、０００閲覧でした。記事への多数の「いいね！」もありがとうございます。


